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研究成果の概要（和文）：公正価値会計は市場の価格変動をそのまま会計数値に取り込む計算構

造であり，利益額や純資産額が著しく安定性を欠く。世界同時株安と金融危機の中で実施され

た「時価会計の凍結」は公正価値会計が引き起こす社会的弊害に対する強い危機感の反映にほ

かならない。公正価値会計の導入は，資産，負債の測定属性の多様化（首尾一貫性の欠如），負

債のパラドクス問題等，会計理論，会計制度，会計実務に様々な混乱をもたらしている。 

 

研究成果の概要（英文）：Fair value accounting has a structure that introduces market price 

fluctuations into its accounting figures and its amount of income and net assets noticeably 

lacks stability. "Freezing of accounting on market value basis" conducted just after the 

world wide crash of stock prices and the following financial crisis was just a reflection of the 

strong sense of crisis on social evils caused by fair value accounting. Introduction of fair 

value accounting has brought confusions and problems into accounting theory, institutions 

and practices through diversification (lack of coherence) of measurement attributes for 

assets or liabilities, the paradox of debt, and so on. 
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１．研究開始当初の背景  

国際会計基準審議会（ IASB）と米国財

務会計基準審議会は，資産と負債を公正

価値で測定する会計基準を作成し，それ

によって国際的なコンバージェンスを

進めている。その中で IASB は 2007 年に
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保険債務を現在出口価値で測定するこ

とを提案した。この会計処理は他のプロ

ジェクトとも密接に関連しており，あら

ゆる企業の財務報告に影響する。しかし

公正価値情報が何に役立つのか，いかな

る経済的帰結がもたらされるのか，この

点についてはほとんど解明されていな

い。  

 

２．研究の目的  

保険契約の会計を手がかりに公正価

値会計の特性とわが国の産業界に対す

る影響を分析し，政策提言に必要なイン

プリケーションを得ることを目的とし

た。そのために以下の段階的な目標を設

定した。  

（１）保険契約には金融商品と役務提供

の二側面があるが， IASB はこれを金融

商品とし，公正価値で測定する会計処理

を提唱している。その構造とその特徴を

明らかにする。  

 

（２） )両審議会は，公正価値測定の対

象を様々な会計領域に拡大しようとし

ている。そのため研究対象をそれらの項

目に拡大し，公正価値会計の一般的特性

を明らかにする。  

 

（３）公正価値会計の導入に対する実務

側の反応を確認する。  

 

３．研究の方法  

（１）保険契約の会計処理の構造を明ら

かにするために討議資料を分析する。そ

の際，生命保険会社の関係者から助言を

得ることにより，理論と実践の両面から

分析する。  

 

（２）収益認識のプロジェクト，金融商

品会計，非金融負債，退職後給付等の関

連文書を分析し，公正価値会計の一般的

特徴を抽出する。  

 

（３）公正価値による会計が物作りを基

調とするわが国の産業社会に適合する

のか否か不明である。この点について理

論研究とともにヒアリング調査などを

通じた考察を行う。  

 

４．研究成果  

（１）公正価値会計は市場の価格変動を

そのまま会計数値に取り込むため，利益

額や純資産額が著しく安定性を欠く。こ

のような研究活動の遂行中に勃発した

のが，世界同時株安と金融危機の中で実

施された「時価会計の凍結」である。こ

の緊急政策の実施と各国おける会計基

準の見直しの動きは，公正価値会計が引

き起こす社会的弊害に対する強い危惧

の反映にほかならない。  

 

（２）原価会計と公正価値会計の違い，

混合属性測定モデルのバリエーション，

保険負債に公正価値測定を適用する場

合の測定属性や認識のタイミング，金融

負債の公正価値測定が生み出す負債の

パラドクス問題等の分析を通じて，公正

価値会計の様々な理論的特徴，会計取引

に対してもたらす変化，制度的・実践的

な手続における首尾一貫性の欠如が浮

き彫りとなった。  

このような特質をもつ公正価値会計

の導入がさらに押し進められるとき，日

本の産業社会にいかなる問題が生じる

のか，この点についてさらなる研究の蓄

積に努めたい。 
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